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5．研究成果の概要

(1)　G20を網羅した環境影響の統合化手法の開発
環境影響評価手法LIMEが採用する4種の保護対象(人間健康、社会資産、生物多様性、一次生産)間を重み付ける統合化係数を開
発した。面接調査とインターネット調査あわせて6,400件のアンケート調査をもとにした解析を通じて、G20、G8、G8を除く新興国、各
国の重み付け係数、いずれも統計的に有意な結果を得た。共通の調査票を用いて主要国を網羅して分析した世界で初めての研究
成果であり、国際的に高く注目される。

(2) 世界全体の環境影響量の推定
本研究を通じて得た被害係数を用いて世界全体の環境影響について評価した。人間健康が7900万年、社会資産は400Billion US$、
生物多様性は100種(維管束植物種)、一次生産は1800億トンと推定された。今回の結果は世界保健機関やミレニアム生態系評価報
告書等が公開する内容とほぼ整合した。これはLCA結果の有用性を担保することに貢献するものである。
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先端研究助成基金助成金（最先端・次世代研究開発支援プログラム） 

研究成果報告書 
本様式の内容は一般に公表されます 

 

 

 

研究成果の概要 

（和文）：地球規模の環境問題を対象にした被害評価と経済評価手法を開発した。人間健康、

生物多様性に対する影響が大きい領域として、地球温暖化、水資源消費、鉱物資源・化石燃料の

消費、土地利用を取り上げ、環境負荷の発生から被害量の定量的関係づけとこれらの経済価値

を算定した。G20 を対象とした大規模調査の結果、先進国と新興国において環境思想は大きく異

なることが分かった。これらの成果を用いることで、世界各地域を代表する各国の環境条件や環

境思想を反映した評価手法を構築することができた。これにより、環境イノベーションを推進し、日

本のエコプロダクツを国際的に発信するための評価基盤を得ることができた。 

 

（英文）：We developed a global-scale damage assessment and economic evaluation method. 

Global warming, water consumption, mineral resources and fossil fuels and land use were chosen 

as the areas influencing on human health and biodiversity. Result of large-scale survey of G20 

member states showed that country specific environmental thoughts was found to differ 

significantly in emerging and developing countries. This research project enabled us to build the 

assessment method that reflects the environmental conditions and environmental thought of each 
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country. The output of this research project is expected be a default method for the promotion of 

green innovation and for the appeal of eco-products produced in Japan to the world. 

 

 

1． 執行金額  １３９,０２１,８５１ 円 

    （うち、直接経費  １０６,９２１,８５１ 円、 間接経費 ３２,１００,０００ 円） 

 

2． 研究実施期間   平成２３年２月１０日～平成２６年３月３１日 

 

3． 研究目的 

スターンレポートや TEEB レポートといった国際的な環境政策に多大な影響を与える報告書はい

ずれも経済指標を採用している。これらは世界全体の環境影響を予測したマクロ的な評価であり、

製品やサービスを対象とした分析に利用することはできない。企業がエコプロダクツを設計し、個

人がグリーン購入を実践するといったボトムアップ的なアプローチが必要であった。LCA(ライフサ

イクルアセスメント)はこのような課題を解決する方法として期待されるが、国際的に認知された環

境影響の経済評価手法が存在しないため、世界各地の環境条件を反映し、かつ、一つの評価体

系のもとで多様な地球規模の環境問題を評価することができる世界標準の環境経済評価手法の

開発が焦眉の急である。 

本研究では、わが国の企業が汎用的に利用する環境影響評価手法 LIME を「世界化」に向けて発

展・拡張させるための研究を行う。以下に本提案研究で達成すべき目標を示す。 

第一に、地球規模の環境問題を対象として、環境負荷の発生から人間健康や生態系への被害量

までを関係づける評価モデルを開発する。ここでは地球温暖化、水資源、生物多様性を地球の持

続可能性を保持するうえで重要な問題として取り上げ、世界各国で発生する環境影響を評価でき

るようにする。 

第二に、環境影響の経済価値化を行う。コンジョイント分析を用いて世界１０地域の支払意思額を

求める。これにより、経済・社会・文化的な違いを考慮した環境経済評価手法を構築することがで

きる。 

第三に、本研究で開発した新手法を簡便に利用できるソフトウェアを開発する。これにより、誰で

もあらゆる製品を対象に環境負荷量（例えば CO2 排出量、水の消費量、原油の消費量など）が得

られていることを条件に、環境影響（例えば、健康被害量、絶滅リスク増分、経済影響など）の評

価を実施できる。 

 

4． 研究計画・方法 

(1) 地球規模問題の被害評価 

地球規模問題の影響領域として、地球温暖化、水、土地利用、資源消費を取り上げた。ここでは

環境負荷物質が単位量発生したときに人間や生態系が受ける潜在的な被害量を算定するため
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のモデルを開発する。環境負荷物質には、 (1)温室効果ガス（CO2, メタン、N2O など）の排出量、

(2)水（特に淡水で河川水、地下水、雨水など取水源ごとに分類）の消費量、(3)森林資源（天然林、

人工林を区別）の消費量、 (4)鉱物資源（金、銀、パラジウムなど）および化石燃料（石炭、天然ガ

ス、原油など）の消費量を含めた。エンドポイントとしては人間健康と生物多様性を取り上げ、これ

らの被害量を算定することとした。国際機関と各国政府機関からのヒヤリングや統計資料を用い

て、人口や生物種の分布、気候、地形といった評価に利用される基礎データの収集・整理を行う。

さらに、以下の要素で構成される評価モデルを環境負荷物質ごとに開発する。(カッコ内は、例とし

て温暖化による健康影響を評価する場合のモデルを示す) 

(i)運命暴露分析（気候モデル：CO2 の排出量と平均気温の変化の関係を予測） 

(ii)リスク評価（平均気温の変化と熱中症・下痢・栄養不足・感染症患者の変化の関係を予測） 

(iii)被害評価（患者数の変化を損失余命で表現） 

これらのモデルを統合して環境負荷からエンドポイントの被害量を関連付けるモデルが構築され

る。ここで得られた成果に各国の年間の環境負荷量を乗じて、地球規模の年間被害量について

推計した。 

 

(2) 環境影響の経済評価手法の開発 

エンドポイントの被害量(損失余命や絶滅種数)を経済指標に換算する。経済・社会・文化的条件

によって、支払意思額は異なる。そこで、G20 を対象としてコンジョイント分析を実施した。はじめに、

地球規模問題の被害評価手法を用いて、はじめに無作為抽出法によるサンプリングの後、面接

調査を実施する。得られた調査結果を統計解析して、単位量の被害量を回避するための支払意

思額を算定する。解析ではランダムパラメータロジットモデルを利用し、環境思想の個人差を反映

させる。解析結果を①のモデルと統合することで、単位量の環境負荷に対する環境影響の経済指

標を物質ごと、世界 10 地域ごとに算定できるモデルが完成する。 

 

(3) 研究成果の利用促進と発信による国際的なイニシアティブの確保 

開発したモデルを駆使して、グローバルで生産・消費される製品の影響評価を実施可能にするツ

ールを開発する。実務者が環境負荷に関する情報（物質名、発生国、発生量）を入力したときに、

環境影響の評価結果を演算・出力するものとする。環境影響には、以下の情報を含む。 

① 人間の健康損失（指標：損失余命の増分） 

② 生物多様性の損失（指標：生物種の絶滅リスクの増分） 

③ 経済損失（指標：健康や生態系の影響量を経済価値で換算したもの） 

本ツールを用いることで、実施者は環境負荷の発生地点や種類に応じた分析が可能になる。さら

に、国内企業や海外研究者と連携して、食品や紙、電気製品など地球規模の環境影響と密接に

関係する製品を対象にした事例研究を行う。不確実性分析を行って研究成果の検証を行うととも

に、UNEP や日本 LCA フォーラムなど国内外に発信してイニシアティブの確保に努める。 
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5． 研究成果・波及効果 

(1) 地球規模問題の被害評価 

地球温暖化における被害評価では、人間健康と生物多様性に対する影響をそれぞれ算定した。

健康影響については、CO2 排出による被害量を疾病ごと（栄養失調、下痢、心血管疾患、マラリア、

海岸洪水、内陸洪水）に算定した。気温変化による直接影響(心血管疾患(0.4×10-8 年/kgCO2))よ

りも、従来の研究では考慮されていなかった二次災害である栄養失調(26.8×10-8 年/kgCO2)や下

痢(9.0×10-8 年/kgCO2)の影響のほうが大きく、これらの影響量を評価に含めることの重要性を確

認した。 

 生物多様性に対する被害評価では、統計モデルを用いて日本に生息する 250 種の植物を対象

に気候変化による植生分布の変化を分析し、絶滅までの余命を求めた。地球温暖化による生物

種の絶滅リスクを算定した研究は LCA では世界で初めてである。 

 水資源消費では健康影響評価手法を開発した。世界各国における統計資料を基にした重回帰

分析の実施により、淡水の消費に伴って発生する健康被害者数の期待値を国ごとに求めた。先

進国や水資源量が比較的豊富な国(例えば日本は 3.9×10-11 年/m3)に比べて、途上国で、かつ、

水不足が深刻な国（例えばキューバは 1.6×10-4 年/m3）は被害量がきわめて大きく、その偏在性

の高さを定量的に示すことができた。 

土地利用による生物多様性と一次生産の被害評価手法を開発した。日本に生息する維管束植

物種を対象に土地改変による絶滅リスクの増分を評価するための手法を開発し、2000 種を対象

に分析した。土地利用区分ごとに分析して日本の被害係数代表値を求めた後、IUCN によるデー

タを利用して世界 193 カ国に展開した被害係数を開発した。土地の利用区分に応じて被害係数は

二桁異なり(中国(田)1.5E-11(種/ha), 中国(湿地)1.85E-9(種/ha))、かつ、国の間でも二桁(マレー

シア(草地):5.5E-9(種/ha)、サウジアラビア(草地)1.55E-11(種/ha))異なることがわかった。地域性

を考慮した LCA 実施の重要性を確認することができた。 

資源消費の被害評価手法をエンドポイントごと(社会資産、一次生産、生物多様性)に開発した。

資源の品位と採掘方法を考慮して、採掘による土地改変面積を資源別、国別に算定した。採掘国

における絶滅危惧種数、一次生産量を利用して、採掘国の環境条件を反映した被害係数を求め

た。消費国と採掘国の貿易を反映することで、消費国で 1 単位資源を消費することによる採掘国

への被害を分析できる手法を確立することができた。その結果は 193 カ国×193 カ国のマトリック

スで表示され、採掘国と消費国の環境影響の相互関係について資源種ごとに分析できる。 

 

(2) 環境影響の経済評価手法の開発 

環境影響評価手法 LIME が採用する 4 種の保護対象(人間健康、社会資産、生物多様性、一次

生産)間の重み付けをコンジョイント分析を通じて行った。面接調査とインターネット調査あわせて

6,400 件のアンケート調査を実施した結果、G20、G8、G8 を除く新興国、各国の重み付け係数、い

ずれも一部の新興国を除いて全ての環境属性について統計的に有意な結果を得た。 

図 1 に G20 各国の重みづけ係数を示した。横軸を一人当たり GDP、縦軸を重みづけ係数(四項
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目の重みの和が 1 になるように無次元化)としている。先進国と新興国の間で環境思想が大きく異

なることが分かった。先進国(G8)は生物多様性や一次生産の価値が相対的に高かった(回帰直線

が右上がり)。特に、生物多様性(0.31)が最大で、人間健康(0.29)がこれに次いで大きかった。 

一方、新興国は健康影響と社会資産の重みが相対的に高かった(回帰直線が右下がり)。健康

影響(0.44)の重みが特に大きく、他の三項目の重みはほぼ同等であった(社会資産(0.18)、生物多

様性(0.19)、一次生産(0.19))。先進国間では重みづけ係数の間に大きな差はなかったが、新興国

は国による違いが大きく見られた。また、先進国の重み付け係数は相対的に保護対象間の差が

小さい一方で、新興国は保護対象間の差が大きかった。本研究の成果は、共通の調査票を用い

て先進国のみでなく、新興国を含め、かつ、これらの比較を行った世界で初めての研究であり、国

際的に高く注目される結果が得られた。 

 

 

図 1 重みづけ係数の算定結果(横軸は一人当たり GDP、縦軸は重みづけ係数) 

 

(3) 事例研究の実施と公開 

本研究を通じて得た被害係数と国際機関による統計を用いて世界全体の環境影響について評

価した。保護対象(人間健康、社会資産、生物多様性、一次生産)ごとに、世界全体、および地域

ごとの潜在被害量を算定した。全世界の規格値は、人間健康が 7900 万年、社会資産は

400Billion US$、生物多様性は 100 種(維管束植物種)、一次生産は 1800 億トンと推定された。影

響領域でみると、人間健康には大気汚染が、社会資産への影響には化石燃料消費が、生物多様

性と一次生産への影響には土地利用が最大であった。地域ごとに見るとこれらの傾向は異なって

おり、環境影響の有効な低減はこれらの地域の特徴を反映させることが重要であるものと考えら

れた。今回の結果は不確実性が大きいものと考えられるが、世界保健機関(WHO)やミレニアム生
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態系評価報告書(UN など)が公開する内容とほぼ整合する結果が得られた。これはボトムアップ

的なアプローチで再現性がある結果が得られることを意味し、エンドポイントアプローチに基づく

LCA 結果の有用性を担保することに貢献するものである。 

さらに、本研究の成果は国際会議、研究論文誌のほか、各種イベント、講演会、新聞などのメ

ディアにおいて広く公開された。さらに、本研究の成果は LCA 日本フォーラムが所有するデータベ

ースに搭載される予定である。また、LCA 研究で最も権威のある Int. J. LCA に複数の研究論文を

投稿し、その成果は影響評価特集号として発行される予定である。 
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2. 伊坪徳宏、沖大幹: ウォーターフットプリントの手法開発と国際規格、2013 年 7 月 30 日 東京都
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Health Impact Causedby the Accident of Fukushima Daiichi NuclearPower Plant Using a 

Methodology of Life CycleImpact Assessmen、EcoBalance2012、慶應義塾大学日吉キャンパス、

2012.11.20-23 

64. Takeshi Matsuda1, Ryota Ii and Norihiro Itsubo：Development of Global Damage Factors of 

Resource Consumption in LIME3、EcoBalance2012、慶應義塾大学日吉キャンパス、2012.11.20-23

65. Takahashi K., Kunioka T, Somemura Y, Murakami K. and Itsubo N：Development of Biodiversity 

Impact Assessment Method for Evaluating Company Activities、EcoBalance2012、慶應義塾大学日

吉キャンパス、2012.11.20-23 

65. Maki Watanabe and Norihiro Itubo：Development of LCIA Methodology for Mineral Resource 

Considering Geographical Differences 、 EcoBalance2012 、 慶 應 義 塾 大 学 日 吉 キ ャ ン パ ス 、

2012.11.20-23 

66. Shun ARAI , Toshiaki KUBO and Norihiro ITSUBO：Development of Impact Assessment for 

Chemical Substances Covering PRTR Substances in Asian Countries、EcoBalance2012、慶應義塾

大学日吉キャンパス、2012.11.20-23 

67. Longlong TANG, Motoki HIGA, Nobuyuki TANAKA and Norihiro ITSUBO：Development of 

Damage Assessment Method for Plant Species Diversity caused by Global Warming in LCA、

EcoBalance2012、慶應義塾大学日吉キャンパス、2012.11.20-23 

68. Kayo Murakami, Norihiro Itsubo, Koichi Kuriyama, Kentaro Yoshida, and Koji Tokimatsu：

Development of global scale weighting factors in LIME3、EcoBalance2012、慶應義塾大学日吉キャ

ンパス、2012.11.20-23 

69. Akito ASAKI, Ayumi SHIBATA Hiroshi Oshima and Norihiro ITSUBO：Carbon footprint and water 

footprint of sugarcane farming in India、EcoBalance2012、慶應義塾大学日吉キャンパス、

2012.11.20-23 

70. Ken HORIGUCHI and Norihiro ITSUBO：Development of Land Use Area Inventory Database 

Using Japan’s Input-output Table Considering the Difference in Productivities of Exporting 

Countries、EcoBalance2012、慶應義塾大学日吉キャンパス、2012.11.20-23 

71. S. Arai, T. Kubo, N. Itsubo：Development of impact assessment for chemical substances covering 

PRTR substances、SETAC Europe 22nd Annual Meeting、BERLIN、2012.5.20-24 

72. M. Watanabe, N. Itsubo ： Development of LCIA methodology for resource consumption 

considering environment impact on social economy、SETAC Europe 22nd Annual Meeting、

BERLIN、2012.5.20-24 

73. N. Itsubo, M. Sakagami, K. Kuriyama, A. Inaba：Development of national average weighting factors 

in LIME2 - Visualization of the variability of external cost using statistical analysis、SETAC Europe 

22nd Annual Meeting、BERLIN、2012.5.20-24 

74. 渡辺麻貴、伊坪徳宏: 資源消費による社会経済への影響評価手法の開発、第７回日本 LCA

学会研究発表会、東京理科大学、2012 年 3 月 7 日～9 日 

75. 荒井駿、久保利晃、伊坪徳宏: PRTR 対象物質を網羅した化学物質における影響評価手法の

開発 

76. 堀口健、伊坪徳宏: 産業連関分析法を用いた土地占有面積原単位データベースの開発 

77. 名嘉佳太、秋本淳一、伊坪徳宏: 土地利用による生物多様性への影響を考慮したダムの環境

影響評価 

78. 湯龍龍、伊坪徳宏: 地球温暖化による生物多様性の被害評価手法の開発 

79. 伊坪徳宏、村上佳世、湯龍龍: ライフサイクル影響評価手法の LIME の世界化 

80. 村上佳世、高橋和枝、國岡達也、染村庸、伊坪徳宏: 企業の CSR 活動に対する投資家および

消費者の選好分析―生物多様性を事例に― 

 

一般向け 計 32 件 

1 伊坪徳宏: ウォーターフットプリント国際規格、SPEED 研究会、2013 年 5 月 13 日、市ヶ谷 

2. 伊坪徳宏、LCA における生物多様性評価、LCA 日本フォーラム講演会、2013 年 10 月 26 日、大

手町 

3. 伊坪徳宏、環境影響評価の意義と印刷や包装への活用、グラビア研究会 第９回研究例会、
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2013 年 11 月 28 日、印刷博物館 グーテンベルク・ルーム 

4. 伊坪徳宏、環境情報の国際動向、日本壁装協会平成 25 年度 LCA 報告会、2013 年 5 月 31 日、

全国町村会館 2 階 第 3 会議室 

5. 伊坪徳宏: 環境ラベルの将来像、エコリーフ/カーボンフットプリント合同セミナー、定量的環境ラ

ベルの将来像、2013 年 12 月 12 日、東京ビッグサイト会議棟 101 室 

6. 伊坪徳宏、「ライフサイクル影響評価手法の世界化」-ライフサイクル経済評価プロジェクト成果

報告-、総研セミナー総合研究所研究成果報告会、主催東京都市大学、平成 24 年 5 月 11 日 

7. 伊坪徳宏、ウォーターフットプリント－ISO の動向と実践に向けた現状－、東京、主催日本電機

工業会、「ウォーターフットプリント勉強会」、2012 年 5 月 31 日 

8. 伊坪徳宏、ライフサイクル影響評価と原発事故による健康リスク評価、SPEED 研究会軽井沢セ

ミナー、平成 24 年 6 月 29 日 

9. 伊坪徳宏、世界におけるライフサイクル影響評価手法の動向、第 12 回日本ＬＣＡ学会講演会、

日本 LCA 学会・日本 LCA フォーラム主催、東京、2012 年 7 月 4 日 

10. 伊坪徳宏、ライフサイクルで考えよう -ハイブリッドカーは本当にエコカーなのか- 夢 NAVI 

LIVE、東京 2012 年 07 月 14 日 

11. 伊坪徳宏 ライフサイクルで捉える環境問題-カーボンフットプリントとウォーターフットプリント

-、市民講座東京都市大学付属塩尻高校主催、2012 年 10 月 6 日 

12. 伊坪徳宏、LCA データベースの構築と実践への利用、株式会社環境管理会計研究所 第 3 回

研究会、2012 年 10 月 25 日(木) 

13. 伊坪徳宏、会議やイベントの環境負荷を測定する、NPO 法人コンベンション札幌ネットワーク主

催『会議やイベントについての環境配慮を考える！ 』、宮城、2012 年 10 月 19 日（金） 

14. Norihiro Itsubo: Development of LIME3 -Globalization of LCIA methodology based on endpoint 

modeling-, International Symposium on Life Cycle Impact Assessment -Towards development of 

global scale LCIA method –, Yokohama, 2012.11.23 

15. 伊坪徳宏、会議やイベントの環境負荷を測定する、『会議やイベントについての環境配慮を考

える！ 』、NPO 法人コンベンション札幌ネットワーク主催 、愛知、2013 年 1 月 15 日 

16. 伊坪徳宏、ライフサイクルに注目した環境評価手法-LCA と環境フットプリント-、PEM 講座生態

環境ソリューション「環境マネジメント手法」、東北大学、2012 年 1 月 24 日 

17. 伊坪徳宏、アジア諸国の LCA インベントリデータベースの開発、低炭素型サプライチェーン講

演会、電気通信大学主催、2013 年 1 月 23 日 

18. 伊坪徳宏、ライフサイクルの視点に立った環境影響評価、日本包装学会 第 20 回年次大会

特別講演、京都、2011 年 7 月 8 日 

19. 伊坪徳宏、国内外の水問題に関する最新動向、日本財団・リサイクルワンセミナー、ウォーター

フットプリントから考える水問題への新たな取組み、東京、2011 年 8 月 5 日 

20. 伊坪徳宏、水に注目したライフサイクル評価 -ウォーターフットプリントの現状-、2011 年度 環

境経営実践フォーラム（９月度）、「国内外の水問題と水ビジネスの今後」～ウォーターフットプリント

の最新動向～、東京、2011 年 9 月 14 日 

21. 伊坪徳宏、環境情報の見える化-ライフサイクルを指向した影響評価手法とその活用-、環境

草莽塾、環境立国主催、伊豆、2011 年 9 月 16 日 

22. 伊坪徳宏、環境情報の見える化-カーボンフットプリントとウォーターフットプリント-第 52 回総研

セミナー、東京、2011 年 9 月 22 日 

23. 伊坪徳宏、ライフサイクルの視点に立った環境影響評価、研究室セミナー、大阪大学、2011 年

10 月 6 日 

24. 伊坪徳宏、LCA研究の経緯と今後の課題、LCA日本フォーラム/CFPフォーラム共催セミナー、

東京、2011 年 11 月 2 日 

25. 伊坪徳宏、製品のライフサイクルに注目した環境情報の見える化、第 9 回観環居カフェ、横浜、

2011 年 11 月 10 日 

26. 伊坪徳宏、ウォーターフットプリント-ライフサイクルに注目した水の影響評価手法-、日本ガラ

ス電気硝子工業会第３６回技術セミナー、東京、2011 年 11 月 18 日 

27. 伊坪徳宏、ウォーター･フット･プリントの世界動向と産業界への期待、三井業際研究所・水ビジ

ネス調査研究委員会、東京、2011 年 12 月 22 日 

28. 伊坪徳宏、日本における環境影響評価手法と最近の利用動向、サステナビリティコンソーシア
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ム、伊坪研主催ワークショップ、2012 年 1 月 24 日 

29. 伊坪徳宏、ＬＣＡ研究の広がりと産業界での活用、第五回環境対応技術戦略セミナー、長野、

2012 年 2 月 7 日 

30. 伊坪徳宏、カーボンフットプリント -ライフサイクルに注目した環境評価手法の現状と今後の方

向-、JA 園芸資材協会 段ボール部会勉強会、東京、2012 年 2 月 13 日 

31. 伊坪徳宏、環境フットプリントの国際的動向、第 56 回総研セミナー、2012 年 2 月 27 日 

32. 伊坪徳宏、ウォーターフットプリント－水の環境情報の見える化に関する方法と社会動向－、

「水ビジネスの最新動向」、大阪、2012 年 3 月 21 日 

図 書 

 

計 0 件 

 

 

産 業 財 産

権 

出願・取得

状況 

 

計 0 件 

 

Ｗｅｂページ 

（ＵＲＬ） 

LIME3 日本版被害算定型評価手法 

http://lime3.jimdo.com/ 

LCCBA ガイドブック 

http://www.yc.tcu.ac.jp/~itsubo-lab/research/lccba/hyoushi.html 

 

国民との科

学･技術対

話 の 実 施

状況 

・東京都市大学総合研究所セミナーにおいて、一般消費者向けに研究成果を紹介した。ウォーター

フットプリント、カーボンフットプリント、環境フットプリントに関する現状について解説するほか、本プ

ロジェクトにおける研究成果の活用方法について提案した。 2013 年 5 月 29 日 

・エコプロダクツ展示会(会場東京ビッグサイト)において出展し、一般消費者向けに本プロジェクトの

概要について紹介した。三日で 200 名を超える来場者に研究内容を紹介した。鳩山由紀夫元首相

や松永有慶真言宗座主に直接説明する機会を得た。 2013 年 12 月 12-14 日 

・本プロジェクトの成果を活用することで水の環境影響を評価することができる。ウォーターフットプ

リント実践塾を開催し、水の環境影響をライフサイクルの視点から分析する方法について指導し

た。凸版印刷、資生堂、大日本印刷、参天製薬、東芝などが本研究成果を利用した事例研究の実

施を指導するとともに、その成果はエコプロダクツ展示会においても出展され、多くの来場者の関

心が寄せられた。 2013 年 12 月 12-14 日 

・高校生を対象とした教育イベント(夢ナビ 2013、会場東京ビッグサイト)において本研究の成果を解

説した。最先端の影響評価による環境情報の開示は消費者、政策関係者、企業をつなぎ、持続可

能な発展へと導く基礎になることについて事例を交えながら解説した。 2013 年 7 月 13 日 

・国連環境計画(UNEP)と内閣府の後援を受けて、国際シンポジウム(International Symposium on 

Life Cycle Impact Assessment -Towards development of global scale LCIA method –)を開催した

(本学主催)。欧州、米国、日本の代表者が最新の影響評価研究成果を発表し、今後の地球規模の

評価手法開発に向けた連携のあり方について議論した。当日は企業の環境担当者、NGO など 100

名を超える来場があり、総合討論においても研究成果の発信と普及に対する高い期待が寄せられ

た。 2012 年 11 月 23 日 

・ウォーターフットプリントに関するセミナーを開催した(本学主催、LCA 日本フォーラム後援)。国際

規格化を間近に控え、社会的な関心がさらに高まる一方で、影響評価手法は国際的な合意が無

い。本研究における水消費による影響評価手法が、現在のウォーターフットプリントの問題解決に

大きく貢献することを発信する良い機会となった。定員の 70 名を超える来場申し込みが有り、関心

の高さを伺えた。2012 年 11 月 20 日 

・東京都市大学総合研究所セミナーにおいて、一般消費者向けに研究成果を紹介した。ウォーター

フットプリント、カーボンフットプリント、環境フットプリントに関する現状について解説するほか、本プ

ロジェクトにおける研究成果の活用方法について提案した。2012 年 5 月 11 日 

・東京都市大学塩尻高校が主催する市民講座において、環境情報の見える化をテーマにして公演
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した。中高生や父兄を中心に 40 名を対象に環境評価の概要と社会に利用される意義について解

説した。そのほか、電気通信大学、東北大学、伊志田高校において講演を行い、本プロジェクトの

実施からわかることについて解説した。2012 年 10 月 6 日 

・アメリカの団体でウォルマート社やマクドナルド社などと連携してビジネスにおける LCA の普及を

推進するサステナビリティコンソーシアム（TSC）との共催でセミナーを開催した。当日は一般消費

者や企業の環境担当者 60 名が参加し、LCA 研究とその活用に向けた今後の方向性について議論

した。2012 年 1 月 24 日 

・東京都市大学総合研究所セミナーにおいて、一般消費者向けに研究成果を紹介した。ウォーター

フットプリント、カーボンフットプリント、環境フットプリントに関する現状について解説するほか、本プ

ロジェクトにおける研究成果の活用方法について提案した。2012 年 2 月 27 日 

新聞･一般

雑 誌 等 掲

載 

計 11 件 

1.日刊工業新聞 2013 年 5 月 27 日掲載 「東京都市大学、環境フットプリントを算出するための原

単位データベース化に成功」 

2.フジサンケイビジネスアイ 2013 年 7 月 17 日掲載 「環境フットプリント影響評価データベースの

開発に国内で初めて成功」 

3. 神奈川新聞 2013 年 1 月 8 日掲載「東京都市大など調査 自然栽培野菜 水の消費量半分」 

4. 日刊工業新聞 2012 年 12 月 25 日掲載「自然栽培 水消費量 7 割以下 東京都市大 従来農

法と比較」 

5. 化学工業日報 2012 年 12 月 14 日掲載「東京都市大 野菜の WFP 算出」 

6. 日経産業新聞 「ウォーターフットプリントで製品の水使用量把握 無駄遣い見つけ負荷軽減」、

2012 年 3 月 14 日掲載 

7. 日刊工業新聞 「企業の生態系保全活動、金額的価値を算定、東京都市大など消費者の要望

把握」2012 年 3 月 30 日掲載 

8. 日経産業新聞 「製品の水使用 開発指標に 材料から廃棄まで算定」、2012 年 2 月 2 日 

9. 日経産業新聞 「製品の水使用総量算定 凸版、指標研究の東京都市大と連携」、2011 年 12 月

14 日 

10. 環境ビジネス 「水の使用量を見える化する WFP」、2012 年 4 月号 pp.14-15 

11. コンバーテック 「開発途上国では CO2 よりも水が大事-フランス、環境ラベルの義務化に取り

組む」、2012 年 2 月号 pp.16-19 

その他  

 

 

7． その他特記事項 

特になし 


